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のは科 目選択するとき,教員の履修指導のもと科 目選択 していることが確認できた。
2.2.3.生徒の科 目選択の理由
生徒が科目選択 したあと,どのような気持ちで科 目を選択 しているのかという科目
選択の理由について調査をした。質問内容については,安藤 (2002)が行つた質問紙








1  2 進学先や就職先で役に立つと思つたから.
1  3 取得できる資格が,入学試験の推薦書や就職
1  試験の履歴書に書けると思つたから.
1  4 取得できる資格が,進学先や就職先で役に立
つと思つたから.

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































比較したのが図 13である。すべての科 目において,科目の担当教科である教員の cos




























































































































































































































































5 0.6 07 0.8 0.9 1.0
oos値 《科目からみた進路分野》
図 15














































フィー ドバックする対象は,第3章での教員調査に回答 した教員 29名であり,平
成 28年10月から12月に調査 した。第3章で回答 した教員より減少 しているのは,
校務の都合や異動により調査ができなかったためである。フィー ドバックする内容は,
第 3章で得られた分析の結果をまとめたものである。履修指導の分析を視覚的に判断
しやすいように,グラフを使用 してフィー ドバックした。使用 したグラフは,「図6





































が [ほぼ全員]という回答が 13.8%から6.9%へ減少 し,履修指導の苦手な科目があ



















図 14は各教員の想定する履修状況と生徒の履修実態との cos値の分布であるが ,
教員と生徒の考え方にどれぐらいの差があるかを示す一つの指標と考えた.図14を
教員に見せる前に,「『 この進路分野に進むならこの科 目を履修 した方が良い』という
教員のイメージは,生徒の平均的なイメージとどのような差があると思いますか」と
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ど進路を考えて科 目選択をしたと回答 した。このことにより,生徒は科 目選択のとき,
「先生がやさしそう」「テス トがなさそ う」などといった進路分野を意識せずに科 目










めに,デー タ分析を行つた。具体的には,デー タ分析のために,教員に生徒が選択 し
た科 日とそのときの志望する進路分野を想定させた。その結果,デー タ分析を行 うこ
とにより,教員の想定する履修状況と生徒の履修実態の関係,履修指導を困難とする
科 目や進路分野をもつと考えられる教員がいることが示された。
データ分析 した結果を,教員の想定する履修状況を調査 した教員にフィー ドバック


































































は,生徒がどの科 目を履修 して,どのような進路で卒業 したのかというデータは存在
しない。「生徒がどの科 目を履修 したのか」というデータは教務部が管理 している。ま
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